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杉無垢材の 2 連ヒーターの炬燵の製作について 

今回の依頼は、天板が秋田杉の１枚板で脚部、幕板等も杉無垢材でヒーターを２箇所取り付けるもので

す。また、天板は耳付きで L1700*D850 から 950＊t60 の１枚板が希望でした。しかし、杉の１枚板で

D850 以上の乾燥材となると簡単には見つかりませんでした。 

そこで、なんとか近いサイズで秋田杉の１枚板 L1910*D1000*t55 を入手出来ました。 

その現状は多少のヒビ割れ、節があり、また反りが中央で 8mm 程度あり、フライス加工した状況で仕上

がり推定厚 t45 程度となります。さらに t45 に仕上がった天板の反りを抑えるために反り防止材として

タモ柾目無垢材を埋め込み、炬燵であるため下面は天板と面一に仕上げます。 

また、希望より D 寸が 1000 と大きく、耳に傷もあり、杢目に沿って両耳を自然に近く仕上げることと

なりました。 

以上、依頼者の工務店様に了解していただき下図のように製作図が確定いたしました。 
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  天板：秋田杉 L1910*D1000*t55 の１枚板です。横断方向の反りが中央で 8mm あり、仕上がり推定

程度 45mm です。割れ、節等は充填埋め込みを行います。 

   天板上面は上の画像を 180°回転した状況の仕上がりです。 
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 天板下面の仕上がり状況です。タモ材の反り防止材を 5 本埋め込んでいますが、多少でも反りに対応

させるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この天板は杉の大木の中心部の木取り材です。 
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 炬燵の櫓部上面状況です。白いパネルは不     

燃板です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

炬燵の櫓部下面のヒーター取り付け

状況です。 

 

 

布団を使用しない時期の天

板固定用ネジです。 

反り変化防止用ネジでも有

ります。 
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L1700*D950*H380（天板 t45）の仕上がりです。 

 

 

 

 

ヒーター600W*２台取り付け。 

 

 

 

 

 

 

今回は製作依頼を受けてから、杉１枚物天板の希望サイズの乾燥材がなかなか見つからず、納品するま

で 2 ヶ月近くかかってしまいましたが、天板厚が少し薄くなった以外はほぼ希望通りに出来に納まった

ものと思います。 

                     ㈱マルダイ 家具部 Da・Monde 鈴木 

                              平成 25 年 4 月 30 日 

 

布団使用しない時期の天板固定ネ

ジで反り防止にも役立ちます。 


